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4
、
れ
？
と

？理戸亨

鴎

外

の

漢

詩

文

ー
特
に
初
期
漢
詩
文
の
制
作
年
月
に
つ
い
て

ま
え
が
き

（注
1
U

木
ポ
杢
太
郎
は
、
そ
の
著
「
森
鴎
外
」
で

森
鴎
外
は
謂
は
ば
テ
エ
ベ
ス
百
円
の
大
都
で
あ
る
。
東
門
を
入
っ
て
も
西
門

を
窮
め
難
く
、
百
家
お
の
お
の
一
両
門
を
視
て
、
他
の
九
十
八
九
門
そ
遣
し

去
る
の
で
あ
る
。

と
言
っ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
、
医
学
・
小
説
・
随
筆
・
詩
歌
・
戯
曲
・
評
論
・

審
美
学
な
ど
、
数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
程
多
方
面
に
活
躍
し
て
い
る
鴎
外

は
、
木
下
益
太
郎
の
た
と
え
の
如
く
、
一
つ
の
円
を
く
ぐ
る
乙
と
さ
え
私
に
は

容
易
で
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
私
は
そ
の
百
円
の
う
ち
か

ら
、
漢
詩
・
漢
文
学
の
門
を
選
ん
で
入
ろ
う
と
試
み
る
。
鴎
外
の
著
作
を
読
ん

で
い
る
と
、
何
か
漢
学
の
臭
い
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
杢
太
郎
が
同
著
に

並
（
他
、
鴎
外
の
漢
文
学
・
漢
詩
・
（
略
）
等
解
説
を
要
す
る
も
の
が
頗
る
多

い
。
（
略
）
皆
、
余
の
能
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

門注
2
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と
し
て
い
る
の
を
始
め
、
丸
田
潤
三
郎
の
右
の
き
口
を
う
け
て
、

況
し
て
僕
の
や
う
な
駈
出
し
者
の
到
底
能
く
す
る
所
で
は
な
い
。

ι主白
7H
’

J

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
諸
家
ま
だ
漢
学
の
門
を
深
く
奥
ま
で
入
っ
た
人
が
い

、、、ー一ー

芳

野

’｜党

子

な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
か
ら
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
大
先
輩
も
入
っ
て
い
な
い
門
を
一
介
の
学
生
で
あ

る
私
が
短
期
間
の
う
ち
に
窮
め
尽
く
せ
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
の
も
本
音
で
あ

る
。
だ
が
、
出
来
得
る
範
囲
内
で
、
そ
の
門
の
姿
な
り
と
も
見
た
い
と
思
い
、

こ
の
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

し
か
る
に
、
今
回
、
こ
の
稿
で
は
、
制
限
二
、
コ
一
十
枚
と
い
う
こ
と
で
、
鴎

外
の
全
生
涯
を
通
じ
て
の
漢
詩
・
漢
文
を
展
望
す
る
こ
と
は
難
く
、
特
に
鴎
外

が
軍
医
と
し
て
日
清
、
日
露
の
両
戦
争
に
従
軍
し
て
創
作
活
動
を
一
時
中
断
し

た
明
治
二
十
七
年
頃
ま
で
の
作
品
を
中
心
に
し
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。
そ

じ
て
、
そ
れ
も
特
に
制
作
月
の
問
題
に
し
ぼ
っ
て
乙
と
で
は
述
べ
た
い
。

第
一
章
初
期
漢
詩
の
制
作
に
つ
い
て

「
鴎
外
全
集
」
に
は
、
次
の
順
序
で
初
期
の
漢
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

辛
巳
十
月
十
二
日
作
（
明
治
十
四
年
十
月
）

待
春「航
西
日
記
」
抄

「
独
逸
日
記
」
抄

「
還
東
日
乗
」
抄

答
今
井
武
夫
君
（
明
治
二
十
二
年
八
月
「
東
京
医
事
新
論
」
）

E
J
 



読
第
三
駁
議
。
寄
今
井
武
夫
君
。
「
用
鴎
外
漁
史
鎖
。

（
明
治
二
十
二
年
十
月
「
東
京
医
事
新
論
」
）

未
会
醒

百
尺
松
（
以
上
二
首
明
治
二
十
三
年
二
月
「
柵
草
紙
」
第
五
号
）

目
黒
比
翼
塚
（
明
治
二
十
三
年
春
）

詩
以
代
来
復
渓
子
（
府
首
議
）
（
明
治
二
十
四
年
二
月
「
石
見
郷
友
会
雑
誌
」

第
一
号
）

刀
圭
余
事
（
明
治
二
十
四
年
五
月
「
衛
生
療
病
志
」
第
十
七
号
〉

庚
辰
歳
旦
酔
歌

訪
応
渠
先
生
千
住
居

呈
応
渠
先
生

書
感
茶
碗
辛
己
春
臥
病
偶
友
人
菜
見
訪
賦
似

解
剖
送
友
人
之
徳
国

訪
応
渠
先
生
居
偶
作

乙
れ
は
主
に
発
表
年
月
に
よ
り
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
「
詩
以
代
来

復
松
渓
子
」
が
（
醤
高
）
と
あ
る
の
を
始
め
、

「
『
航
西
日
記
』
抄
」
冒
頭
の

詩
、
一
ー
明
治
十
四
年
切
辱
学
士
。
賦
詩
日
」
や
、
「
万
圭
余
事
」
中
の
「
庚
民

歳
旦
酔
歌
」
「
辛
巳
春
臥
病
：
：
：
」
も
、
題
目
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
年
に
よ

っ
て
、
明
ら
か
に
発
表
年
月
と
制
作
年
月
と
の
間
に
何
年
か
の
隔
た
り
が
あ
る

と
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
他
の
作
品
に
お
い
て
は
ど
う
か
と
、
一
々
検
討
し

て
み
た
結
果
、

ヨ「
万
圭
余
事
」
九
首
と
「
詩
以
代
来
復
必
渓
子
」
留
学
以
後
に

発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
制
作
は
留
学
以
前
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
と
の
事
に
つ

い
て
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
、
「
万
圭
余
事
」
九
首
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
一
首
目
「
庚
辰
歳
旦

酔
歌
」
は
、
庚
辰
す
な
わ
ち
明
治
十
三
年
の
元
日
一
に
鴎
外
が
過
去
を
顧
み
漢
と

し
た
前
途
の
不
安
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
り
、
六
首
目
「
辛
巳
春
臥
病
：
：
：
」
に

辛
巳
す
な
わ
ち
明
治
十
四
年
の
春
に
卒
業
試
験
を
前
に
肋
膜
炎
を
患
っ
た
時
の

誌
で
あ
る
。
ま
た
八
首
目
「
送
友
人
之
徳
国
」
は
お
そ
ら
く
鴎
外
の
同
期
生
で

大
学
を
一
番
で
卒
業
し
た
三
浦
守
治
が
文
部
省
か
ら
派
遣
さ
れ
る
留
学
生
と
し

て
ド
イ
ツ
に
発
っ
た
時
で
あ
ろ
う
。
明
治
十
五
年
の
と
と
で
あ
る
。

以
上
、
制
作
年
月
の
ほ
Y
確
定
的
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
三
首
の
外
に
、
佐

藤
応
渠
に
関
す
る
詩
が
二
首
目

・
三
首
目

・
九
首
自
に
あ
る
。
鴎
外
が
佐
藤
応

渠
に
詩
を
学
ん
で
い
た
こ
と
は
、
鴎
外
自
身
が
「
徳
富
蘇
峰
氏
に
答
ふ
る
書
」

f
」

明
治
の
初
年
に
依
田
学
海
先
生
に
漢
文
を
学
び
、
佐
藤
応
渠
先
生
に
詩
を
学

び
し
他
に
は
（
略
）
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と
あ
る
の
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
「
明
治
の
初

年
」
と
あ
る
だ
け
で
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
れ
を
神
田
孝
夫
氏
は
「
若
き
鴎
外

と
漢
詩
文
・
上
」
で
明
治
十
二
、
三
年
か
ら
と
し
て
お
ら
れ
る
。
ζ

の
と
と
は

（注
3
〉

伊
藤
孫
一
と
の
関
係
か
ら
も
で
て
く
る
が
、
お
そ
ら
く
神
田
氏
は
こ
の

「
万
セ

余
事
」
中
の
三
首
か
ら
そ
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い

う
の
は
、
二
首
目
「
訪
応
渠
先
生
千
住
居
」
は
、
医
学
を
学
ん
で
い
る
自
分
で

は
あ
る
が
、
漢
詩
を
学
び
に
応
渠
先
生
の
も
と
へ
通
う
と
と
を
許
さ
れ
た
こ
と

を
喜
ぶ
意
の
詩
で
あ
り
、
三
首
目
「
呈
応
渠
先
生
」
は
、
以
前
応
渠
先
生
の
す
ば

ら
し
い
詩
を
読
み
、
今
そ
の
先
生
に
直
接
接
す
る
乙
と
が
で
き
て
、
い
つ
か
必

ず
良
い
詩
を
作
り
先
生
を
負
か
す
ほ
ど
に
な
り
た
い
と
い
う
志
の
詩
で
、
い
ず

れ
も
応
渠
に
詩
を
学
び
始
め
た
ば
か
り
の
頃
の
作
と
わ
か
り
、
そ
れ
は
と
の

「

万
圭
余
事
」
が
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
、

ζ

の
二
首
円
を



は
さ
ん
で
い
る
一
首
目
と
六
首
目
が
そ
れ
ぞ
れ
前
に
述
べ
た
よ
う
に
明
治
十
三

年
元
旦
と
明
治
十
四
年
春
の
作
で
あ
る
か
ら
当
然
乙
の
間
の
作
と
な
る
か
ら
で

あ
る
。
乙
の
頃
応
渠
に
詩
を
学
び
始
め
て
幾
許
も
た
た
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
．
学

び
始
め
た
の
は
明
治
十
二
、
三
年
と
い
う
乙
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
「
万
圭
余
事
」
が
時
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
い
う
仮
定
は
、

ほ
ぼ
制
作
月
の
確
定
し
て
い
る
前
の
三
首
に
は
当
て
は
ま
る
。
ま
た
こ
の
応
渠

に
関
す
る
二
首
も
、
や
は
り
神
田
氏
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
応
渠
に
学
び
始
め

門注
4
V

た
の
は
孫
一
と
別
れ
た
後
の
明
治
十
二
、
三
年
と
考
え
た
方
が
・
自
然
で
あ
る
か

ら
、
明
治
十
一
二
、
四
年
の
作
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ら
ろ
う
か
。
そ
う
す

る
と
「
万
圭
余
事
」
九
首
中
五
首
が
時
代
順
に
並
ん
で
い
る
こ
と
は
ほ
Y
ま
ち

が
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
乙
で
応
渠
に
関
す
る
残
る
一
首
、
九
首
目
の
「
訪
応
渠
先
生
居
偶
作
」
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。
こ
れ
は
応
渠
宅
で
何
か
催
し
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
こ
に
行
っ
た
鴎
外
が
一
人
離
れ
て
夢
想
に
ふ
け
り
、
応
渠
の
こ
と
に
思
い
を

馳
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
鴎
外
の
あ
の
永
遠
の
憧
僚
と
も
い
え
る
も
の
が

早
ふ
も
窮
わ
れ
る
よ
う
な
、
厚
み
の
あ
る
、
応
渠
に
学
ん
で
数
年
後
と
も
思
わ

れ
る
佳
品
と
な
っ
て
い
る
。
鴎
外
が
応
渠
に
学
ん
だ
の
は
明
治
十
五
年
頃
ま
で

m
注

ι〉

で
あ
る
か
ら
、
八
首
日
「
送
友
人
之
徳
国
」
が
明
治
十
五
年
の
作
で
あ
り
、
そ

〔注

ev

の
次
に
位
置
す
る
詩
と
し
て
内
容
と
も
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
六
首
の
四
首
日
の
外
に
四
首
日
「
書
感
」
・
五
首
目
「
茶
碗
」
、
七
首

目
「
解
剖
」
が
あ
る
。

四
首
目
「
書
感
」
、
五
首
目
「
茶
碗
」
は
多
分
同
時
か
あ
る
い
は
あ
ま
り
時

を
経
な
い
で
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
「
書
感
」
の
四
句
目

「
欽
判
当
年
独
畷
庵
」
か
ら
次
の
「
茶
碗
」
に
あ
る
自
注
「
好
生
緒
言
云
。
独

鳩
尾
市
併
井
戸
茶
碗
：
：
」
を
連
想
し
「
茶
碗
」
と
い
う
作
品
が
出
て
き
た
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
制
作
年
月
を
は
っ
き

り
決
め
る
決
め
て
が
何
も
な
い
。
た
だ
「
書
感
」
が
、
医
家
の
中
で
ま
だ
一
人

と
し
て
す
ぐ
れ
た
人
に
出
合
っ
た
こ
と
の
な
い
の
を
嘆
き
、
独
り
静
か
に
庵
に

い
て
詩
を
吟
ん
じ
て
い
る
の
を
う
ら
や
み
仰
ぐ
意
で
、
そ
れ
が
千
住
に
隠
居
し

て
悠
々
自
適
の
生
活
を
し
て
い
る
応
渠
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

や
は
り
応
渠
の
も
と
に
通
い
だ
し
て
間
も
な
い
明
治
十
三
年
頃
と
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
七
首
目
「
解
部
」
は
、
「
府
蔵
市
位
曽
暗
記
」
の
句
よ
り
、
内
臓
の
位

悶
な
刊
と
ず
っ
と
前
に
暗
記
し
て
い
る
時
期
、
す
な
わ
ち
医
学
の
学
問
も
相
当
進

ん
だ
大
学
後
半
以
後
で
あ
る
乙
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
最
後
の
句
「
欲
取
解
剖

翼
刀
圭
」
か
ら
、
こ
れ
か
ら
先
に
意
欲
を
わ
か
す
時
期
、
す
な
わ
ち
明
治
十
四

年
夏
の
大
学
卒
業
直
前
の
作
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

-37 -

以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
「
万
圭
余
事
」
九
首
は
制
年
月
も
ほ
Y
明
ら
か

に
な
り
、
時
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
仮
定
も
ほ
Y
成
立
す
る
と
思
う

の
で
あ
る
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
「
詩
以
代
来
復
松
渓
子
」
は
神
田
孝
夫
氏
の
前
掲
論
文
で
明
治
十
三
年

円注
7
v

夏
と
推
測
さ
れ
た
の
に
従
い
た
い
と
思
う
。

ま
た
「
待
春
」
に
つ
い
て
は
「
鴎
外
全
集
」
別
巻
後
記
に
森
於
蒐
氏
が

書
は
佐
藤
応
渠
翁
の
手
ら
し
い
が
詩
の
下
に
鴎
外
漁
史
と
署
し
て
あ
る
の

（注
o
n
v

で
、
詩
は
父
の
作
と
認
め
ら
れ
る
。
千
住
時
代
の
青
年
期
の
作
で
あ
ろ
う
。

と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
乙
の
詩
の
内
容
は
、
あ
る
冬
の
日
南
の
縁
で
一
人
沈
ん

で
冬
の
景
色
を
眺
め
て
い
る
と
、
ふ
っ
と
風
が
吹
き
、
そ
の
風
の
暖
か
さ
に
春

を
待
つ
と
い
う
心
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
師
で
あ
る
応
渠
が
手
づ
か
ら
筆
を

と
っ
て
書
い
た
だ
け
に
、
静
か
で
良
い
作
品
で
、
こ
れ
も
応
渠
の
も
と
に
通
い

始
め
て
相
当
経
っ
た
、
そ
れ
も
内
容
か
ら
学
生
時
代
の
作
と
は
思
え
ぬ
か
ら
、

＼
 



明
治
十
五
年
初
春
の
作
と
推
定
す
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
作
品
の
外
は
「
鴎
外
全
集
「
所
載
の
制
作
年
月
、
発
表
年

月
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
簡
単
に
制
作
年

月
順
に
並
べ
直
し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
力
圭
余
事
」
一
首
目

詩
以
代
来
復
松
渓
子

「
刀
圭
余
事
」
二
首
日
i
七
首
国

明
治
十
四
年
切
辱
学
士
称
。
賦
詩
日
（
「
航
西
日
記
」
抄
）

辛
己
十
月
十
二
日
作

待
春「
万
圭
余
事
」
八
首
目
1
九
首
目

「
航
西
日
記
」
抄

「
独
逸
日
記
」
抄

「
還
東
日
乗
」
抄

答
今
井
武
夫
君

読
第
三
駁
議
・
寄
今
井
武
夫
君
。
用
鴎
外
漁
史
韻

未
曽
醒

百
尺
桧

目
黒
比
翼
塚

（明

u
・1）

（
明
問
・
夏
）

（明
M
－
夏
）

（
明
叫
・
叩
）

（
明
旬
・
初
春
）

（
明
旬
）

（明
2

・8）

（明
2
・
叩
）

（明

n
・2〉

（
明
白
・

2
）

（明

n－
春
）

第
二
章
初
期
漢
文
の
制
作
年
月
に
つ
い
て

初
期
の
漢
文
二
十
二
篇
に
つ
い
て
も
、
漢
詩
と
同
様
発
表
年
月
と
制
作
年
月

と
の
問
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
内
容
を
検
討
し
て
創
作
年

月
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
「
鴎
外
全
集
」
剖
巻
に
は
次
の
順
序
で
載
っ
て
い

る。
後
光
明
天
皇
論
（
明
治
二
十
四
年
三
月
「
国
民
之
友
」
第
百
十
三
号
）

「
童
蒙
入
学
問
」
識
語

雑
誌
書
入
（
明
治
十
一
年
十
一
月
）

雑
説
（
明
治
二
十
三
年
三
月
「
柵
草
紙
」
第
六
号
）

虚
空
無
一
左
衛
門

瓢
験
伏
見
氏
女

長
門
良
医

柳
洪
園
号
一
口

農
夫
曲
籍
癖

街
生
偶
記
二
則
（
明
治
二
十
三
年
六
刀
「
衛
生
新
誌
」
第
二
十
三
号
）

体
操
種
皮

〈
寸
之
漠
医
其
術
之
忠
臣
論
（
明
治
二
十
三
年
六
月
「
医
事
新
論
」
第
七
号
〉

反
省
記
（
明
治
二
十
三
年
八
月
「
医
事
新
論
」
第
九
号
）

其
一
主
日
二

回
史
漫
紗
（
明
治
二
十
四
年
三
月
「
柵
草
紙
」
第
十
八
号
〉

墳
格
刺
底
在
獄

門
的
九

沙
命
官
士

学
友
尽
旦

説
古
鶴
所
伝

送
日
池
好
夫
輿
石
黒
軍
医
監
薦
予
室
間
後
（
明
治
二
十
四
年
四
月
「
衛
生
療
病

士
山
」
第
十
六
号
）

小
金
井
観
桜
記
（
明
治
二
十
周
年
四
月
「
柵
草
紙
」
第
十
九
号
〉

ηベU



以
上
の
う
ち
で
制
作
年
月
の
比
較
的
明
ら
か
な
も
の
は
「
後
光
明
天
皇
論
」

「
『
童
蒙
入
学
円
』
識
語
」
、
「
雑
誌
脅
入
」
、
「
小
金
井
観
桜
記
」
で
あ

る。
「
後
，
光
明
天
皇
論
」
は
、
明
治
二
十
四
年
三
月
「
悶
民
之
友
」
に
載
せ
ら
れ

た
時
、
ま
え
が
き
に
鴎
外
自
ら
が
、

左
の
一
節
は
明
治
六
、
七
年
の
頃
作
り
し
も
の
に
て
（
略
〉

と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
六
、
七
年
、
第
一
大
学
区
医
学
部
予
科
入
学
前

後
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
が
続
い
て
ま
え
が
き
に

当
時
C
れ
を
依
田
学
海
先
生
に
寄
せ
て
教
を
乞
ひ
し
に
（
略
）

と
あ
る
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
章
漢
詩
の
所
で
、
応
渠
に
詩
を
学
び

始
め
た
の
は
明
治
十
二
、
三
年
と
推
定
し
た
。
叉
「
徳
富
蘇
峰
氏
に
答
ふ
る

書
」
に
よ
り
、
応
渠
に
漢
詩
を
学
び
始
め
た
の
と
学
海
に
漢
文
を
学
び
始
め
た

の
は
ほ
ど
同
時
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
こ
の
ま
え
が
き
の
記
述
は
信
用

で
き
お
い
も
の
と
な
り
、
「
明
治
六
、
七
年
」
と
あ
る
の
も
実
際
は
も
う
少
し

後
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ー
『
童
蒙
入
学
門
』
識
一
諮
」
に
明
治
二
年
、
す
な
わ
ち
、
ま
だ
故
郷
津
和
野

で
藩
校
養
老
館
に
四
書
の
復
読
～
に
通
い
始
め
た
ば
か
り
の
八
歳
の
時
書
い
た

「
八
歳
森
五
木
章
記
」
の
七
字
を
明
治
十
年
に
み
つ
け
だ
し
て
付
記
し
た
も
の

で
あ
る
ど
と
が
そ
の
文
中
よ
り
わ
か
る
。

「
雑
誌
書
入
」
は
「
鴎
外
全
集
」
に
（
明
治
十
一
午
十
一
月
）
と
制
作
年
月

円注
9）
今

を
記
し
て
あ
る

「
ゆ
逢
井
観
桜
記
」
は
、
明
治
十
二
年
四
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け

て
‘
緒
方
収
二
郎
、
賀
古
鶴
所
と
共
に
、
小
金
井
に
桜
宇
佐
観
に
行
っ
た
時
の
文

で
あ
ぷ
。
n

十
三
日
、
家
に
帰
っ
て
話
を
し
て
い
る
と
、

一
コ
一
口
、
未
暴
。
覚
異
香
姉
々
襲
人
。
探
懐
得
花
片
。

ま
だ
桜
の
看
が
着
物
に
残
っ
て
い
て
、
さ
き
ほ
ど
ま
で
¢
直
ノ
雀
カ
ヨ
f
員
d

為
之
記
。
以
志
年
月
。

よ
り
、
明
治
十
二
年
四
月
十
三
日
の
ろ
ち
に
書
か
れ
た
か
、
少
く
と
も
二
、
一
二

日
中
に
は
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

次
一
に
、
内
容
に
よ
り
制
作
年
月
が
や
h

は
っ
き
り
す
る
も
の
と
し
て
「
衛
生

偶
記
二
則
」
、
「
反
省
記
」
二
策
、
「
学
反
月
旦
」
、
「
賀
古
鶴
所
伝
」
、

「
蓮
池
好
夫
輿
石
黒
軍
医
監
薦
予
誉
後
」
が
あ
る
。

ま
ず
、
「
衛
生
偽
記
二
則
」
の
「
体
操
」
は
、
体
操
の
効
果
そ
述
べ
た
も
の

で、
我
医
餐
夙
設
体
操
場

で
は
じ
ま
り

今
也
我
費
。
大
興
学
術
。
叉
有
比
襲
。
民
是
千
載
嘉
会
。
百
世
良
遇
也
。
余

輩
精
励
奮
発
。
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と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
東
大
医
学
部
在
学
中
の
作
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
「
衛
生
偶
記
二
則
」
の
「
種
痘
」
は
、
あ
る
人
に
種
目
慌
に
つ

い
て
問
わ
れ
、
鴎
外
が
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
形
式
の
文
で
あ
る
が
、
乙
の
文

小
に
は
制
作
年
月
を
あ
ら
わ
す
諮
が
な
い
。
そ
れ
で
は
っ
き
り
し
た
ζ

と
は
言

え
な
い
が
、
ジ
エ
ン
ナ
i
の
牛
庖
稜
絞
法
は
嘉
永
二
年
、
す
で
に
日
本
に
入
っ

て
き
て
お
り
、
ま
た
「
衛
生
偶
記
二
則
」
と
し
て
「
体
操
」
と
ま
と
め
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
な
と
乙
ど
か
ら
、

ζ

れ
も
医
学
の
学
問
途
上
で
あ
る
大
学
在
学
時

の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。

「
反
省
記
」
に
篇
は
、
「
其
一
こ
の
後
に

反
省
記
二
第
。
今
而
読
之
。
満
祉
客
気
。
見
乎
筆
墨
え
問
。
唯
覚
面
白
可

憎。
と
あ
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
発
表
さ
れ
た
明
治
二
十
三
年
八
月
よ
り
大
部
以
前



の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
‘
は
っ
き
り
し
た
年
月
は
い
つ
で

あ
φ
か
と
考
え
る
に
、
「
其
こ
は
、

余
響
読
日
耳
憂
某
氏
外
科
書
。
愛
其
説
之
精
且
詳
也
。
以
為
訳
而
行
之
。
必

有
益
於
世
実
。
侃
起
稿
干
明
治
十
年
夏
。
至
干
十
二
年
春
。
第
一
巻
終
業
。

に
始
ま
り
w

池
田
謙
斎
先
生
に
翻
訳
し
た
一
巻
の
校
闘
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、
ひ

ど
く
し
か
ら
れ
て

余
遂
絶
翻
訳
之
業
。

と
終
る
。
や
は
り
乙
の
事
件
の
あ
っ
た
明
治
十
二
年
春
頃
の
作
と
思
わ
れ
る
。

又
、
「
其
二
」
は
、
大
学
を
卒
業
し
た
明
治
十
四
年
七
月
九
日
、
旧
藩
士
清

水
某
家
に
行
き
、
そ
乙
で
始
め
て
侍
医
猿
渡
公
に
逢
っ
た
時
の
こ
と
を
記
し
た

も
の
で
、
文
の
終
り
の
万
に

余
成
志
之
目
。
得
再
見
公
。
而
語
及
今
日
。
則
公
之
喜
其
実
若
也
。

と
あ
る
・
す
な
わ
ち
「
余
成
志
之
日
」
の
後
に
乙
の
文
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
は
一
体
い
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
明
治
十
四
年
十
二
月
陸
軍

軍
医
割
に
任
命
さ
れ
た
時
で
あ
ろ
う
と
思
…
羽
v

「
学
友
月
旦
」
は
鴎
外
の
大
学
の
同
級
生
数
人
の
私
評
を
述
べ
た
も
の
で
あ

プ
Q

。比
舎
同
窓
之
士
三
十
人
。
予
周
旋
其
問
。
有
年
於
比
。
自
調
能
悉
其
為
人
。

乃
私
評
之
。

明
治
十
四
年
の
東
大
医
学
部
卒
業
生
は
‘
留
年
組
も
併
せ
て
総
数
二
十
八
名

で
あ
っ
た
。
乙
の
数
は
卒
業
試
験
の
後
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
文
中
批

評
さ
れ
た
者
の
記
事
が
、
や
は
り
大
学
時
代
の
観
察
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
思

わ
れ
る
事
な
ど
か
ら
、
大
学
卒
業
直
前
の
作
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
次
の
「
賀
古
鶴
所
伝
」
も
「
学
友
月
旦
」
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
。

否
、
「
学
友
月
日
己
よ
り
も
っ
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

往
年
陸
軍
省
募
医
干
我
校
十
数
人
。
鶴
所
為
其
一
。
吾
知
鶴
所
他
日
為
医

官
。
臨
戦
場
q

提
利
器
。

よ
り
、
鶴
所
が
ま
だ
陸
軍
の
軍
医
と
な
っ
て
い
な
い
時
期
、
そ
し
て
鴎
外
自
身

も
陸
軍
の
軍
医
と
な
ろ
う
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
い
時
で
あ
る
。
大
学
卒
業

以
前
の
作
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
書
池
好
夫
奥
石
黒
軍
医
監
薦
予
害
後
」
は
、
小
池
正
直
が
鴎
外
の
符

望
し
て
い
た
文
部
省
か
ら
の
留
学
を
到
底
無
理
だ
と
予
測
し
て
、
「
与
石
黒
軍

医
監
薦
森
氏
書
」
と
い
う
畏
い
漢
文
の
推
薦
状
を
書
い
て
石
黒
軍
医
監
の
も
と

へ
出
し
た
が
、
そ
の
後
そ
の
推
薦
状
を
見
て
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

予
性
本
迂
僻
而
抗
直
。
落
落
麻
酔
有
所
A
口
。
誤
辱
好
夫
之
賞
識
。
其
推
重
褒

春
。
甚
於
文
暴
之
言
。
而
予
無
正
平
之
賓
是
可
娘
也
。
難
然
夷
而
察
之
。
亦

喜
不
止
者
。
何
也
。
予
固
未
有
求
於
石
黒
氏
a

右
の
文
よ
り
、
ま
だ
陸
軍
行
き
を
は
っ
き
り
決
め
て
い
な
い
明
治
十
四
年
七

月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
作
と
恩
わ
れ
る
。

以
上
、
制
作
年
月
の
お
よ
そ
わ
か
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
最
後

に
、
文
中
に
ほ
と
ん
ど
制
作
年
月
を
示
す
語
の
な
い
「
雑
誌
」
七
第
、
「
西
史

漫
紗
」
三
篇
、
「
今
之
漢
医
其
術
之
忠
臣
論
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
少
し
で
も

明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
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「
雑
説
」
七
篇
は
小
話
集
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
「
虚
空
無
一
左

衛
門
」
は
緒
田
信
長
の
頃
の
虚
空
無
一
左
衛
門
と
い
う
男
の
話
、
「
瓢
験
」
は

梅
村
善
鏡
と
い
う
酒
呑
み
の
男
の
話
、
「
伏
見
氏
女
」
は
柳
田
恭
と
い
う
人
が

有
馬
温
泉
に
行
っ
て
そ
こ
で
聞
い
た
話
、
「
長
門
良
医
」
は
鴎
外
の
祖
母
の
祖

父
木
嶋
節
操
宅
に
寄
食
し
て
い
た
長
門
の
医
者
、
吉
賀
栄
庵
の
話
、
「
柳
洪
園

言
」
は
素
手
で
鯉
を
と
る
人
の
秘
訣
を
柳
浜
圏
が
聞
き
、
自
分
で
感
想
を
述
べ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
農
夫
言
」
は
あ
る
農
夫
が
畑
で
樹
憶
を
捨
い
、
そ
の
乙



と
に
つ
い
て
農
夫
が
何
か
言
っ
た
話
で
あ
る
。
た
だ

一
つ
、

「
典
籍
熔
」
が
多

少
以
上
六
篤
と
は
趣
を
異
に
し
た
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
が
「
雑
説
」
七
第
が

掲
載
さ
れ
た
同
じ
「
柵
草
紙
に
約
半
年
後
の
明
治
二
十
四
年
三
月
に
発
表
さ
れ

た
「
西
史
漫
紗
」
三
第
は
、

「
典
籍
務
」
を
除
く
「
雑
説
」
六
篇
と
話
の
性
格

が
よ
く
似
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
破
格
刺
底
左
獄
」
は
’
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
牢

に
入
れ
ら
れ
た
時
、
弟
子
が
脱
獄
を
す
す
め
に
来
た
が
、法
を
破
る
わ
け
に
は
い

か
ぬ
と
断
っ
た
話
、
「
門
的
九
」
は
、
仏
人
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
、
あ
る
休
息
円

に
乗
っ
た
船
の
船
頭
父
子
を
助
け
た
話
、
「
沙
命
吃
土
は
、
伊
人
サ
ル
タ
ン
ス

が
乱
れ
た
国
の
た
め
法
を
つ
く
り
、
そ
の
法
の
た
め
自
ら
死
ん
で
い
く
と
い
う

話
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
に
述
べ
た
「
雑
説
」
六
篇
も
、
こ
の

「西
史
漫
紗
」

三
篇
も
、
ま
だ
漢
文
修
業
の
途
上
に
あ
る
大
学
在
学
時
の
練
習
作
が
残
っ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
国
後
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
も
の
の
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

た
だ
、
前
に
も
あ
げ
た
「
雑
説
」
中
の
最
後
の

一
篇

「典
籍
癖
」
だ
け
は
大

（注

u
v

学
卒
業
以
後
の
作
と
恩
わ
れ
る
が
、
は
っ
き
り
し
た
ζ

と
は
わ
か
ら
な
い
。

最
後
に

「今
之
漢
C
A其
術
之
忠
臣
論
」
の
制
作
年
月
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

が
こ
れ
も
文
中
に
制
作
年
月
を
あ
ら
わ
す
語
が
な
い
。
た
だ

鳴
乎
二
千
年
来
渓
医
学
之
嫌
々
乎
。
今
将
亡
駕
。
（
略
）
予
求
当
時
。
僅
得

三
子
。
喜
多
村
寛
也
。
尾
蓋
士
郎
也
。
今
村
祇
卿
也
。

と
あ
る
三
子
の
う
ち
、
尾
一
曇
士
超
の
残
し
た
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
喜
多
村
寛

は
明
治
九
年
十
月
に
、
今
村
祇
卿
は
明
治
二
十
三
年

一
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
残
し

て
い
る
。
そ
と
で
「
今
将
亡
鷲
」
の
時
、
「
予
求
当
時
」
の
時
と
は
、
一
二
子
が

揃
っ
て
生
存
し
て
い
た
時
期
か
、
ま
た
は

一
人
、
二
人
、
あ
る
い
は
三
人
と
も

残
し
た
後
の
こ
と
か
に
問
題
が
し
ぼ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
九
年
十
一
月

以
前
と
い
え
ば
、
鴎
外
は
ま
だ
大
学
の
予
科
在
学
中
で
、

漢
文
作
品
も
ほ
ん
ん

ど
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、明
治
六
、七
年
に
作
っ
た
と

一
応
考
え
ら
れ
る

「
後
光
明
天
皇
論
」
が
あ
る
か
ら
と
の
文
が
そ
の
頃
書
け
な
か
っ
た
と
は
断
定

で
き
な
い
。
ま
た
こ
の
作
品
は
、
明
治
二
十
三
年
六
月
に
発
表
さ
れ
て
い
る

が
、
お
そ
ら
く
三
人
の
う
ち
で
一
番
長
生
き
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
今
村
祇

卿
が
同
年

一
月
に
死
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
事
を
聞
い
て
ど
の
作
品
を
書
い
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
私
は
乙
の
文
章
の
性
格
が
前
の
衛
生
偶
記
二
則
」

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
人
の
う
ち
一
人
乃
至
二
人
死
ん
で
ま
さ
に
漢
医
の

学
が
ほ
ろ
び
よ
う
と
し
て
い
る
時
、
す
な
わ
ち
大
学
卒
業
前
の
明
治
十
三
、
四

年
に
、
昔
を
ふ
り
返
っ
て
書
い
た
す
〈
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
弓
。

以
上
で
前
期
の
漢
文
の
制
作
q
Aは
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
り
、
明
治
二
十
三
、

四
年
に
発
表
さ
れ
た
漢
文
作
品
も
、
ほ
と
ん
ど
皆
明
治
十
三
、
四
年
、
大
学
卒

業
時
頃
ま
で
に
作
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
ろ
ζ

と
が
抑
定
さ
れ
る
。
簡
単
に
以
上

の
制
作
年
月
順
に
並
べ
か
え
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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後
光
明
天
皇
論

「
積
蒙
入
学
門
」
識
語

雑
誌
喜
入

小
金
井
観
w
枚
目

反
省
記
其
一

「
雑
説
」
六
品
川

（明
6
1
7）

（明
旬
）

（
明
什

・
什
）

（明刊は

・
4
）

（明刊は

・
春）

（明刊
M
l旬）

（明刊は
l
叫）

（
明
日
l
川）

（明刊日
1
叫）

（明
叫
）

（明刊日
1
叫
〉

（
明
旬

・
7
1
M
－

M
M
）

（
同
右
〉

「
術
生
偶
記
」
二
則

ふ
f

之
諜
医
其
術
之
忠
臣
論

「
商
史
漫
紗
」
三
筋

学
友
月
旦

賀
古
鶴
所
伝

書
池
好
夫
輿
石
黒
軍
医
院
耐
用
予
局
後

反
省
記
其
二



典
籍
（
「
雑
説
」
）

〈
明
村
内

l
n
u〉

あ
と
が
き

以
上
、
鴎
外
の
初
期
の
漢
詩
文
、
特
に
そ
の
制
作
年
足
に
つ
い
て
述
べ
て
き

て
、
そ
れ
ら
が
ほ
と
ん
ど
明
治
十
三
、
四
年
の
大
学
後
半
期
を
ピ
i
ク
と
し
て

書
か
れ
て
い
る
乙
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
本
稿
で
私
が
い
い
た
い
の

は
、
鴎
外
の
漢
詩
文
を
考
え
る
時
、
そ
の
制
作
年
月
を
明
ら
か
に
し
て
行
く

と
、
初
期
の
漢
詩
文
は
ほ
と
ん
ど
が
鴎
外
の
文
壇
に
お
け
る
処
女
作
と
さ
れ
る

「
舞
姫
」
制
作
以
前
の
も
の
と
な
り
、
「
舞
姫
」
以
後
の
文
学
活
動
の
母
胎
と

も
な
る
文
学
修
業
と
し
て
注
目
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
乙
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
神
田
孝
夫
氏
が
前
掲
論
文
に
い
う
と
乙
ろ
の
『
文
学
開
眼
』
の

内注

uv

時
期
の
作
品
と
し
て
、
乙
の
初
期
の
漢
詩
文
を
再
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
あ
る
。
事
実
、

ζ

の
期
の
作
品
は
、
後
期
の
作
品
が
熟
達
し
た
、
破

綻
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
淡
々
と
し
て
、
い
わ
ば
心
が
滞
し
く
動
か
さ
れ
る

と
い
う
も
の
が
少
な
い
、
静
か
な
作
口
聞
が
多
い
の
に
反
し
、
い
か
に
も
青
年
ら

し
い
情
熱
あ
ふ
れ
る
作
品
が
多
い
の
に
気
づ
く
。
即
ち
、
乙
の
乙
ろ
の
鴎
外

が
、
い
か
に
漢
詩
文
に
熱
を
入
れ
、
は
り
き
っ
て
多
く
の
作
品
を
作
っ
て
い
た

か
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
ろ
漢
文
学
に
そ
そ
い
で
い
た
彼

の
文
学
へ
の
情
熱
が
、
帰
国
後
小
説
ヘ
、
あ
る
い
は
翻
訳
へ
と
進
ん
で
い
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
・
現
に
そ
れ
ら
の
方
面
の
文
学
活
動
が
始
ま
る

と
、
し
ば
ら
く
は
漢
詩
文
を
作
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
そ
の
一
端
が
窺

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
と
の
小
稿
で
私
な
り
に
な
ん
と
か
ζ

れ
だ
け
の
展
望
が
で
き
て
も
、

も
ち
ろ
ん
ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題
点
が
残
っ
て
い
る
。
初
期
の
問
題
点
も
解
決

さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
は
ま
だ
言
え
な
い
し
、
ま
た
後
期
に
は
も
っ
と
多
く
の
問

題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
え
る
。
し
か
し
今
は
紙
面
の
関
係
上

こ
れ
だ
け
に
と
ど
め
、
他
は
す
べ
て
後
日
に
譲
る
と
と
と
す
る
。

注
1

岩
波
講
座
・
日
本
文
学

注
2

「
鴎
外
先
生
と
支
那
学
」
（
「
書
物
展
望
」
七
・
昭
れ

注
3

神
田
孝
夫
氏
の
「
若
き
鴎
外
と
漢
詩
文
・
上
」
に
は
、
鴎
外
の
大
学

予
科
二
年
時
、
す
な
わ
ち
明
治
八
年
の
夏
か
ら
の
同
郷
の
友
伊
藤
孫
一

と
の
交
友
を
重
ん
じ
、
孫
一
に
よ
っ
て
始
め
て
漢
詩
文
の
世
界
へ
導
び

か
れ
た
と
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
孫
一
と
の
交
友
関
係
は
、
孫

一
が
家
庭
の
事
情
で
故
郷
に
帰
る
明
治
十
二
年
夏
で
一
応
終
る
か
ら
‘

応
渠
に
漢
詩
を
学
び
始
め
た
の
は
そ
の
後
の
明
治
十
二
、
三
年
と
考
え

ら
れ
る
。

注
4

注
3
参
照

注
5

応
渠
に
詩
を
学
ん
で
い
た
の
は
い
つ
ま
で
か
と
考
え
る
に
、
「
大
人

名
事
典
」
（
平
凡
社
昭
泊
）
で
調
べ
て
み
る
と
、

明
治
維
新
後
、
東
京
千
住
に
隠
居
し
、
十
五
年
茨
城
県
下
妻
侃
知
病

院
長
に
招
せ
ら
れ
、
の
ち
千
葉
県
野
聞
に
移
っ
た
。

と
あ
り
、
応
渠
に
漢
詩
を
学
ん
だ
の
も
明
治
十
五
年
頃
ま
で
と
恩
わ
れ

zv。

法
6

詩
の
中
に
菊
の
畑
の
中
を
歩
く
描
写
が
あ
る
の
で
秋
の
詩
で
あ

る
。
応
渠
が
十
五
年
の
何
月
ま
で
千
住
に
い
た
か
が
不
明
で
あ
る
の
で

少
し
は
っ
き
り
せ
ぬ
が
、
三
浦
守
治
が
留
学
に
発
っ
た
の
は
お
そ
ら
く

十
五
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
で
あ
ろ
う
か
ら
、
十
五
年
の
秋
と
す
れ

ば
時
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
ζ

と
に
な
る
。
内
容
か
ら
学
生
時
代
の

作
と
は
思
わ
れ
に
く
い
。
十
四
年
の
秋
と
も
考
え
ら
れ
な
い
と
と
も
な
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い
が
、
今
は
十
五

4
の
秋
と
考
え
た
い
。

注
7

「
若
き
鴎
外
と
漢
詩
文

・
上
」
（
比
較
文
学
研
究
」
第
十
三
号
〉
応

神
田
氏
は
「
詩
以
代
来
復
松
渓
子
」
の
内
容
に
よ
り
明
治
十
三
年
夏
と

推
測
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
ζ

の
詩
の
内
容
が
松
渓
子
こ
と
伊
稼
孫
一

近
況
を
伝
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
二
師
乙
と
学
海
・
応
渠
の
乙

と
を
知
ら
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
孫
一

と
別
れ
た
の
は
明
治
十
二
作

夏
、
学
海
が
向
島
広
い
た
の
が
十
四
年
六
月
ま
で
、
そ
れ
に
と
の
詩
の

内
容
が
夏
の
詩
で
あ
る
と
と
か
ら
十
三
年
夏
の
作
と
さ
れ
た
。

注
8

鴎
外
の
父
が
千
住
に
家
を
持
っ
た
の
は
明
治
十
二
年
六
月
か
ら
で
あ

る
が
、
そ
の
頃
鴎
外
は
官
費
生
と
し
て
本
郷
本
富
士
町
伝
学
校
寄
宿
Amい

に
お
り
、
途
中
明
治
十
三
年
に
本
郷
竜
岡
町
の
下
宿
屋
上
条
に
移
り
、

十
四
年
七
月
目
半
業
す
る
ま
で
そ
乙
に
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

千
住
時

代
と
は
卒
業
後
留
学
す
る
ま
で
の
約
二
年
間
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
で
鴎
外
が
応
渠
に
詩
を
学
ん
で
い
た
の
は
明
治
十
五
年
ま

で
と
恩
わ
れ
る
の
で
、
千
往
時
代
で
応
渠
に
詩
を
学
ん
で
い
て
初
森
と

い
う
乙
と
か
ら
も
明
治
十
五
年
初
春
作
と
推
定
さ
れ
る
。

注
？
明
治
十
一
年
十
一
月
と
い
え
ば
、
京
大
医
学
部
本
科
生
と
な
っ
て
一

年
半
夜
た
っ
て
お
り
、
す
で
に
漢
詩
文
に
興
味
を
も
ち
始
め
修
業
し
て

い
る
頃
で
あ
る
か
ら
、
「
雑
誌
書
入
」
中
の
「
湖
海
詩
文
」
、
「
京
華

新
誌
」

、

「
近
世
詩
文
集
な
ど
の
漢
詩
文
関
係
の
雑
誌
を
読
ん
で
い
た

乙
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
乙
と
で
あ
る。

注
叩
「
反
省
記
」
が
発
表
さ
れ
た
明
治
二
十
三
年
八
月
以
前
で
、
鴎
外
が

「
余
成
士
山
之
日
」
と
言
い
得
る
日
は
三
度
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
十

四
年
十
二
月
の
躍
軍
軍
医
副
と
し
て
任
命
さ
れ
た
時
と
、
明
治
十
七
作

六
月
の
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
、
そ
れ
に
明
治
二
十
一
年
九
月
の
帰
同

の
μ
で
あ
る
。

し
か
し
文
中
、
は
じ
め
て
猿
渡
公
に
あ
っ
た
時
、
公
等

に
い
ろ
い
ろ
一
言
わ
れ
て
後
、

公
之
窓
。
茶
在
激
励
余
市

ι。
人
口
寸
公
者
朝
庭
顕
官。

余
者
布
衣
少

4
。
以
彼
田
川
此
。

な
ど
と
言
っ
て
い
る
と
と
か
ら
、
た
だ
若
く
し
て
学
士
と
な
っ
た
時
よ

り
む
し
ろ
陸
軍
省
に
職
も
決
ま
り
、
始
め
て
実
際
に
行
動
を
お
と
す
よ

う
に
な
っ
た
後
、
す
な
わ
ち
明
治
十
四
年
十
二
月
以
後
と
考
え
る
の
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
宿
学
の
件
は
こ
の
際
関
係
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

仇
什
「
典
新
癖
」
の
中
で

一
日
有
客
展
書
水
閣
。
誤
幡
町
干
池
中
。

と
あ
る
の
だ
が
、
と
の
水
閣
の
あ
る
家
が
ど
と
の
家
で
あ
る
か
が
わ
か

ら
な
い
。

大
学
卒
業
ま
で
は
寄
宿
合
や
下
宿
住
ま
い
で
家
に
い
な
い
の

で
こ
の
文
章
は
書
け
な
い
。
大
学
卒
業
か
ら
明
治
二
十
三
年
一
月
ま
で

は
千
住
の
父
の
家
に
同
居
し
て
い
る
が
、
長
谷
川
泉
氏
の
「
鴎
外
の
詩

と
真
実

・
5
」
、
「
同
7
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」

5
月
号

・
7
月
号
）

に
載
っ
て
い
る
千
住
の
家
の
間
取
り
図
に
は
池
も
水
閑
ら
し
き
も
の
も

な
い
。
二
了
三
年
一
月
に
下
谷
金
杉
に
移
っ
て
い
る
が
、
こ
の
家
の
間

取
り
図
は
不
明
で
あ
る
の
で
わ
か
ら
な
い
。

住
刊
は
仙
仲
間
考
夫
氏
「
若
き
鴎
外
と
出
詩
文
・
上
」
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